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〔論文審査の要旨〕Summary of Dissertation Review 

途上国の農村では，農業関連市場における情報の非対称性の存在や品質情報の非効率的な伝

達によって，小規模農家が直面する取引費用は高く，その価格交渉力は弱い．このような状況

下で，小規模農家による自律的集団行動の重要性が再認識されつつある．本研究はベトナム北

部農村地域における茶生産農家をケースとして取り上げ，自律的集団行動としてのマーケティ

ング協同組合への加入や認証茶の共同生産が小規模農家の厚生にどのような効果を持つのか，

また質の高い認証茶の共同生産に従事する際に，認証制度を特徴付ける様々な属性要素に対し

て，茶生産農家がどのような選好を持っているのかを，明らかにすることをテーマとしている． 

 本研究は途上国農村における小規模農家の自律的集団行動の評価において，独自の農村調査

とフィールド実験によって獲得した 476 世帯の茶生産農家データから，統計的因果推論に基づ

く計量分析によって含意を導く農村開発研究であり，独自性，有用性を持つ． 

 論文は全 6 章で構成されている．第 1 章では序論として研究の学術的背景と動機を説明し，

既存レビューを踏まえた研究目的の設定を行っている．第 2 章では対象地域の説明と，本論文

で用いる計量分析手法の説明を行っている．第 3 章では，傾向スコアを用いた処置群と統制群

間のマッチング手法（Propensity Score Matching: PSM）を適用し，協同組合への加入が茶生

産農家の厚生に与える影響を分析した．そこでは協同組合への加入は茶生産農家の売り上げや

所得に何ら影響を与えないことが示された．一方，第 4 章では，同じく PSM を用いて認証茶

の共同生産は，茶生産農家の売り上げと所得に正の効果を与えることを明らかにした．つまり

協同組合への加入だけでは，茶生産農家は売り上げや所得を伸ばすことができないが，品質の

高い認証茶の共同生産によって茶生産農家は売り上げや所得を伸ばすことができることを明ら

かにしている．また第 5 章では無作為化コンジョイント選択実験によって，認証茶の共同生産

制度を構成する要素の潜在需要を評価し，改善の指針を得ている．そこでは認証費用の感応度

が相対的に高いことが明らかにされており，認証茶の共同生産による正の効果を，農家が過小

評価している可能性を提示している．第 6 章で，全体の分析結果から得られた知見をまとめ，

小規模農家による自律的集団行動を通じた持続可能な農村開発のあり方の一つを指摘してい

る． 

 なおこれまでに本論文に関連して国際誌で学術論文 1 編が出版されている．以上，審査の結

果，本論文の著者は博士（学術）を授与される十分な資格があるものと認められる． 
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